
２０１９年度 第４回小６統一合判 国語 

偏差値５上げる！ この１問  

 

２ 論説・説明文 畑村洋太郎「失敗学のすすめ」 

 

問十一 本文の内容として最も適当なものを次から一つ選び、記号で答えなさい。 

 

ア  失敗を恐れて避けようとすることには意味がなく、むしろ失敗を恐れずに強い意志と勇気を持っ

て突き進んでいく者だけが、この時代において求められる新しい仕事をやりとげることができる。 

 

イ  世の中には必要な失敗と不必要な失敗があり、不必要な失敗は法則を理解して未然に防止するべ

きだが、必要な失敗は経験することが自分自身の今後の大きな成長や仕事の発展への源にもなる。 

 

ウ  失敗に負のイメージを持たず情報共有を積極的に行うことで創造性を高めてきた諸外国にならい、

日本でも失敗経験をもとに新たな道を創造するような方法を模索することが今後の課題である。 

 

エ  創造的な仕事をする上で失敗を避けることは不可能だが、それらと向き合いメカニズムを理解す

ることによって、失敗を防いだり、発生した場合に即(そく)座(ざ)に対応したりすることが可能に

なる。 

 

 

 

 

本文の内容と一致しているかを判断する正誤問題です。要点をまとめた（抽象化）各選択肢をそれぞ 

れ比較することで、本文と一致しない点（間違っている点）をはっきりさせることができれば、正解肢 

が浮かび上がります。 

 アの内容「これとは正反対に･･･」以下の箇所をまとめたものですが、「危険を認識できない無知が背 

景にあるとすれば、まわりの人々にとっては、ただ迷惑なだけ」と筆者はこの生き方を否定しています。 

 イの内容は一見正解かと思いがちですが、そもそも本文に「必要な失敗と不必要な失敗」を区別して 

いる記述はありません。本文後半の「大切なのは･･･」以下に「失敗の法則を理解し･･･未然に防止する 

術を覚えること」とありますが、これは「必要な失敗」と「不必要な失敗」を区別した見方ではなく、「失 

敗」そのものを経験することが自分の成長を導く力になると述べているので×となります。 

 ウは「これは受験勉強にかぎりません。･･･」以下の段落を対象とした内容の選択肢ですが、「失敗経 

験を通じて新たな道を模索する」「創造力を培う演習が行われる機会」がないことを諸外国が指摘してい 

るとありますが、諸外国が「失敗に負のイメージを持たず情報共有を積極的に行うことで創造性を高め 

てきた」とは書かれていません。 

 よって正解はエとなります。本文一致の正誤問題は最終問題に設定されている場合が多いのですが、 

文章全体の「あらすじ」をつかむヒントにもなります。また、本文を読んだ直後であれば、内容が記憶 

に残っていますから、忘れないうちに解いてしまうのも得点を伸ばすためのポイントとなります。 

 

思考コード：Ｂ１   

思考スキル：抽象化・比較 



★設問別正答率                  ＊色がついている問題が該当問題です。 

 

配 点 思 考 問 題 名 正 答 率 誤 答 率 無 答 率

1 問 1 A 2 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 8 6 . 2 1 3 . 4 0 . 4
2 問 2 C 2 A 2 論 説 ・説 明 文 の 読 解 8 3 . 8 1 4 . 7 1 . 4
1 問 2 5 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 8 1 . 9 1 5 . 7 2 . 4
4 ② 2 A 1 こ と ば の き ま り 8 1 . 1 1 6 . 6 2 . 3
1 問 5 5 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 7 6 . 2 2 3 . 3 0 . 5
2 問 2 A 2 A 2 論 説 ・説 明 文 の 読 解 7 6 . 1 2 2 . 8 1 . 1
4 ③ 2 A 1 こ と ば の き ま り 7 5 . 3 2 2 . 0 2 . 7
1 問 6 5 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 7 2 . 3 2 7 . 0 0 . 8
4 ⑤ 2 A 1 こ と ば の き ま り 7 1 . 8 2 4 . 5 3 . 6
5 ⑩ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 6 9 . 5 1 8 . 9 1 1 . 6
5 ③ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 6 7 . 7 1 8 . 2 1 4 . 0
1 問 1 C 2 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 6 4 . 5 3 3 . 6 1 . 9
1 問 3 5 A 2 こ と ば の き ま り 6 3 . 4 3 5 . 9 0 . 7
5 ⑤ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 5 6 . 6 3 2 . 7 1 0 . 7
2 問 3 5 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 5 5 . 9 4 1 . 9 2 . 2
3 ⑤ 2 A 1 熟 語 の 知 識 5 5 . 8 3 8 . 6 5 . 6
1 問 1 B 2 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 5 4 . 6 4 4 . 7 0 . 7
5 ⑦ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 5 2 . 0 3 0 . 3 1 7 . 7
2 問 2 B 2 A 2 論 説 ・説 明 文 の 読 解 5 1 . 5 4 7 . 1 1 . 4
2 問 9 5 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 5 0 . 2 3 6 . 0 1 3 . 8
3 ③ 2 A 1 熟 語 の 知 識 4 9 . 0 4 6 . 1 4 . 9
4 ① 2 A 1 こ と ば の き ま り 4 8 . 6 4 9 . 2 2 . 2
1 問 7 2 5 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 4 7 . 6 3 3 . 4 1 9 . 1
5 ① 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 4 6 . 4 2 7 . 6 2 6 . 0
1 問 4 5 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 4 4 . 4 2 6 . 8 2 8 . 8
2 問 6 1 3 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 4 4 . 0 1 2 . 6 4 3 . 3
5 ⑨ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 4 1 . 5 3 4 . 1 2 4 . 5
5 ④ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 4 0 . 5 2 9 . 1 3 0 . 5
2 問 5 5 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 4 0 . 3 4 0 . 8 1 8 . 9
1 問 8 7 B 2 物 語 文 ・小 説 の 読 解 3 9 . 2 1 5 . 4 2 9 . 2
3 ① 2 A 1 熟 語 の 知 識 3 6 . 9 5 7 . 8 5 . 3
5 ② 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 3 5 . 5 2 4 . 5 4 0 . 0
1 問 7 1 5 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 3 3 . 9 2 4 . 9 4 1 . 1
4 ④ 2 A 1 こ と ば の き ま り 3 3 . 2 6 3 . 3 3 . 6
5 ⑥ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 3 2 . 9 3 8 . 8 2 8 . 4
1 問 9 5 B 1 物 語 文 ・小 説 の 読 解 3 2 . 0 6 6 . 2 1 . 9
2 問 1 5 A 2 こ と わ ざ ・慣 用 句 2 9 . 8 6 9 . 1 1 . 1
2 問 8 5 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 2 6 . 6 2 3 . 5 4 9 . 9
3 ④ 2 A 1 熟 語 の 知 識 2 4 . 8 6 9 . 9 5 . 3
3 ② 2 A 1 熟 語 の 知 識 2 2 . 6 7 1 . 4 5 . 9
2 問 4 5 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 1 7 . 8 7 9 . 1 3 . 2
2 問 1 0 5 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 1 4 . 4 2 7 . 7 5 8 . 0
2 問 1 1 5 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 1 2 . 9 6 6 . 2 2 0 . 9
2 問 6 2 3 B 1 論 説 ・説 明 文 の 読 解 1 2 . 7 2 5 . 7 6 1 . 6
2 問 7 5 A 2 こ と わ ざ ・慣 用 句 4 . 7 5 6 . 9 3 8 . 4
5 ⑧ 2 A 1 漢 字 の 書 き と り 4 . 3 5 3 . 0 4 2 . 7

問 題 番 号

国 語



78～75 74～70 69～65 64～60 59～55 54～50 49～45 44～40 39～35 34～28

98.7 92.8 86.8 77.9 66.4 48.5 37.1 21.9 9.8 4.1

偏　差　値　別　正　答　率

２０１９年度 第４回小６統一合判 算数 

偏差値５上げる！ この１問  

 

２⑴ 組み合わせ 

   Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの６人の中から体育委員を４人選ぶとき、全部で何通りの選び方があり

ますか。 

 

  （解答・解説） 

   ６人の中から４人を選ぶ選び方は、６人の中から選ばれない２人を選ぶ選び方と同じです。 

   ６×５÷２＝１５(通り) 

 

  

 

 

この問題は、単純な知識確認の問題ですが、全体の正答率は 45.9％と予想を大きく下回っていま 

す。また、全体の誤答率
ご と うり つ

も 49.4％と予想を上回っています。偏差値
へ ん さ ち

別正答率を見ても、偏差値「74 

～70」でようやく正答率 90％を上回っています。 

 

 

 

 

 この問題は「組み合わせ」を考える問題です。「6 人の中から 4 人を選ぶ選び方」を求めるため、 

4 人の「並
なら

べ方」は関係ありません。それにもかかわらず、「6 人の中から 4 人を選んで並べる並べ 

方」となる「360 通り」や、「6 人の並べ方」となる「720 通り」を解答している答案が非常に 

多く見られました。同じようなミスは、２⑸でもありました。ここでは「ビスケットの枚数
まいすう

」を答 

えるにもかかわらず、子どもの人数を解答している答案も見られました。 

どちらの問題も、解答までの方
ほう

針
しん

立てに手間がかかるような問題ではありません。しかし、多く

の受験生が問われていることを誤読しています。 

 一方、５⑴では、問題の情報を読み取り、「表に 18 と書かれたカードの裏
うら

に書かれている数」 

つまり、「18 の倍数のうち、100 以下で最も大きい数」を正しく解答している答案が数多く見られま 

した。上の１⑴の正答率の低さを考えると、「18 の約数」を解答している答案があってもよさそう 

なものですが、「約数」を解答している答案はほとんどありませんでした。偏差値別正答率を見ても、 

偏差値「54～50」で正答率がほぼ 90％となっています。多くの受験生が情報の正しい読み取りがで 

きていると考えられます。 

⑴ 思考コード：Ａ１   

思考スキル：知識 再現する 



78～75 74～70 69～65 64～60 59～55 54～50 49～45 44～40 39～35 34～28

100.0 99.1 99.5 98.9 96.6 89.9 82.1 75.0 62.1 39.2

偏　差　値　別　正　答　率

 

 

 

 

一行題のように、示されている情報量の少ない問題の場合、問題文を全て読み終える前に手を動

かして計算し始めているケースが多いのかもしれません。また、解いた経験のある典型題と誤解し

て、情報を読み取る前に方針立てをしていることも考えられます。 

情報の読み取りは、問題に正しく解答するために欠かせません。知識の獲得
かくとく

ができていても、情 

報の正しい読み取りができなければ、解答の方針立ても正しくないものになります。特に、試験中 

は時間に追われ、あせって読みまちがえてしまうこともありえます。 

今回のように「選び方・並べ方」や「人数・枚数」など、まちがえやすいものについては、問題 

文を読んだ後にひと呼吸
こきゅう

置いて、「何が問われているのか」を確認することが大切です。確実に得点 

したい問題をまちがえると、他の受験生と大きく差がついてしまいます。今からでも遅
おそ

くありませ

ん。できることに目を向け、実践
じっせん

していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★設問別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配 点 思 考 問 題 名 正 答 率 誤 答 率 無 答 率

1 ( 2 ) 5 A 1 計 算 9 5 . 3 4 . 4 0 . 3
2 ( 6 ) ① 5 B 1 約 束 記 号 8 6 . 9 9 . 0 4 . 1
1 ( 1 ) 5 A 1 計 算 8 4 . 0 1 5 . 9 0 . 1
1 ( 3 ) 5 A 1 計 算 8 3 . 4 1 5 . 2 1 . 5
5 ( 1 ) 5 B 1 約 数 と 倍 数 8 3 . 2 1 1 . 1 5 . 8
2 ( 6 ) ② 5 B 1 約 束 記 号 8 3 . 1 1 1 . 6 5 . 3
2 ( 2 ) 5 A 2 相 似 比 8 1 . 9 1 3 . 8 4 . 3
1 ( 4 ) 5 A 2 計 算 7 8 . 4 1 7 . 9 3 . 6
1 ( 5 ) 5 A 2 計 算 7 4 . 2 1 8 . 6 7 . 2
2 ( 4 ) 5 A 2 平 均 7 3 . 3 1 7 . 8 8 . 9
1 ( 6 ) 5 A 2 単 位 6 4 . 8 2 3 . 4 1 1 . 8
3 ( 1 ) 5 A 2 体 積 と 表 面 積 6 3 . 7 3 3 . 0 3 . 3
7 ( 1 ) 5 B 1 立 体 と 規 則 性 6 0 . 6 3 3 . 8 5 . 6
2 ( 5 ) 5 A 2 過 不 足 算 5 7 . 0 2 3 . 3 1 9 . 7
8 ( 1 ) 5 B 1 図 形 の 回 転 5 5 . 5 3 2 . 0 1 2 . 5
4 ( 1 ) 5 B 1 消 去 算 5 5 . 0 3 4 . 9 1 0 . 1
2 ( 3 ) 5 A 2 角 度 5 3 . 3 3 0 . 9 1 5 . 7
4 ( 2 ) 5 B 1 消 去 算 5 2 . 9 3 4 . 7 1 2 . 4
2 ( 1 ) 5 A 2 組 合 わ せ 4 5 . 9 4 9 . 4 4 . 7
6 ( 1 ) 5 B 1 場 合 の 数 4 1 . 4 4 7 . 3 1 1 . 2
5 ( 2 ) 5 B 2 約 数 と 倍 数 3 8 . 5 4 2 . 3 1 9 . 2
3 ( 2 ) 5 B 1 体 積 と 表 面 積 2 3 . 5 5 7 . 7 1 8 . 8
5 ( 3 ) 5 B 2 約 数 と 倍 数 2 1 . 1 5 6 . 5 2 2 . 3
9 ( 1 ) 5 B 1 時 計 算 1 8 . 9 4 1 . 2 3 9 . 9
7 ( 2 ) 5 B 1 立 体 と 規 則 性 1 5 . 4 4 4 . 9 3 9 . 7
7 ( 3 ) 5 B 2 立 体 と 規 則 性 7 . 9 3 6 . 6 5 5 . 5
8 ( 2 ) 5 B 2 図 形 の 回 転 6 . 4 4 6 . 1 4 7 . 5
9 ( 2 ) 5 B 1 時 計 算 3 . 4 5 8 . 7 3 7 . 9
6 ( 2 ) 5 B 2 場 合 の 数 2 . 7 6 4 . 8 3 2 . 5
9 ( 3 ) 5 B 2 時 計 算 0 . 2 5 8 . 3 4 1 . 5

問 題 番 号

算 数



２０１９年度 第４回小６統一合判 理科 

偏差値５上げる！ この１問  

 

１ もののとけ方について 

 

下の表は、いろいろな温度の水１００ｇにとける食塩とホウ酸の限界の量を表した

ものです。 

 

 

 

 

 

(4) ８０℃の水１５０ｇにホウ酸を限界までとかしたのちに、その水よう液を２０℃にまで冷やし

ました。このとき、何ｇのホウ酸がとけきらずに出てきますか。 

 

 

 

 

表から「水の温度が下がるほど、水にとかすことのできるホウ酸の量は減るため、ホウ酸を限界ま

でとかした水溶液の温度を下げると、その温度の水にとけきれない分のホウ酸が結晶となって出てく

る」ということをつかみ（理由）、使う水の量が150ｇである（表の数値は水の量が100gの場合）こと

に注意しながら、80℃のときにとかすことができる（＝80℃の水に最初にとかした）ホウ酸の量と、

20℃のときにとかすことができる（＝20℃に冷やした水にとけている）ホウ酸の量を比較して（比

較）、その差が水の温度を下げたときにとけきらずに出てくるホウ酸の量であることを導き出すの

が、この問題の考え方のポイントです。これらのことを意識して、以下の解説を確認してみましょ

う。 

 

【解説】 

80℃の水150ｇには、23.5×1.5＝35.25(g)のホウ酸をとかすことができます。水の量を変えないま

まで温度を20℃にまで下げると、4.9×1.5＝7.35(g)までのホウ酸しかとかすことができないので、

35.25－7.35＝27.9(g)のホウ酸がとけきらずに結晶となって出てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 思考コード：Ｂ１ 

思考スキル：理由・比較 



★設問別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配 点 思 考 問 題 名 正 答 率 誤 答 率 無 答 率

3 ( 4 ) 3 A 1 ア ン モ ナ イ ト 9 1 . 0 5 . 7 3 . 3
3 ( 1 ) 3 A 1 火 山 灰 の 層 の 成 因 8 9 . 1 1 0 . 5 0 . 4
2 ( 7 ) 3 B 1 さ な ぎ の 色 の 変 化 の 実 験 8 5 . 3 1 4 . 0 0 . 7
2 ( 8 ) 3 B 1 さ な ぎ の 色 の 変 化 の 実 験 8 4 . 9 1 3 . 7 1 . 4
2 ( 5 ) 3 A 1 ア ゲ ハ チ ョ ウ の 冬 越 し の 姿 8 4 . 6 1 5 . 2 0 . 2
3 ( 6 ) 3 A 2 示 相 化 石 が 示 す 環 境 7 4 . 3 2 4 . 9 0 . 8
1 ( 2 ) 3 A 2 「 と け る 」 の 使 い 方 7 2 . 3 2 7 . 5 0 . 1
1 ( 3 ) 3 B 1 水 の 温 度 と 食 塩 の と け 方 6 7 . 3 2 6 . 5 6 . 2
2 ( 2 ) 3 A 1 ア ゲ ハ チ ョ ウ の 幼 虫 6 3 . 2 3 6 . 7 0 . 1
2 ( 9 ) 4 B 2 さ な ぎ の 色 の 変 化 の 実 験 6 3 . 0 1 5 . 3 1 8 . 6
1 ( 1 ) 食 塩 水 3 A 1 Ｂ Ｔ Ｂ よ う 液 の 反 応 6 1 . 8 3 5 . 2 3 . 0
1 ( 1 ) ﾎ ｳ 酸 水 3 A 1 Ｂ Ｔ Ｂ よ う 液 の 反 応 5 9 . 3 3 7 . 4 3 . 3
4 ( 1 ) 3 B 1 お も り に は た ら く 浮 力 5 5 . 9 3 5 . 6 8 . 5
2 ( 3 ) 3 A 2 ア ゲ ハ チ ョ ウ の 幼 虫 の 食 べ 物 5 3 . 7 4 6 . 2 0 . 1
2 ( 4 ) 3 A 2 ア ゲ ハ チ ョ ウ の は ね の 枚 数 4 9 . 8 4 9 . 8 0 . 4
4 ( 2 ) 3 B 1 お も り に は た ら く 浮 力 4 8 . 5 3 8 . 9 1 2 . 6
4 ( 3 ) 3 B 1 食 塩 水 を 用 い た と き の 浮 力 4 8 . 5 3 0 . 8 2 0 . 6
3 ( 5 ) 3 A 2 示 準 化 石 が 示 す 時 代 4 2 . 6 5 6 . 6 0 . 8
2 ( 1 ) 3 A 1 ア ゲ ハ チ ョ ウ の 卵 4 0 . 6 5 9 . 3 0 . 2
3 ( 2 ) 3 A 2 岩 石 の で き 方 3 9 . 7 5 9 . 4 0 . 9
1 ( 4 ) 3 B 1 水 の 温 度 と ホ ウ 酸 の と け 方 3 6 . 7 4 7 . 6 1 5 . 7
4 ( 4 ) 3 B 1 食 塩 水 を 用 い た と き の 浮 力 3 6 . 6 4 0 . 0 2 3 . 4
4 ( 6 ) 3 B 1 木 片 が 浮 か ぶ と き の 浮 力 3 3 . 8 3 9 . 8 2 6 . 4
3 ( 8 ) 3 B 1 柱 状 図 と 地 層 の 傾 き 3 2 . 7 6 3 . 0 4 . 3
4 ( 7 ) 3 B 1 木 片 が 浮 か ぶ と き の 浮 力 2 9 . 5 3 6 . 6 3 3 . 9
2 ( 6 ) 3 A 2 完 全 変 態 を す る こ ん 虫 2 2 . 3 7 7 . 0 0 . 6
3 ( 7 ) 3 B 1 柱 状 図 と 地 層 の 傾 き 1 4 . 3 8 2 . 8 2 . 9
1 ( 5 ) 3 B 1 水 の 温 度 と 食 塩 の と け 方 1 4 . 1 6 0 . 5 2 5 . 4
3 ( 3 ) 3 B 1 地 層 が で き た と き の 環 境 1 1 . 8 8 6 . 5 1 . 6
4 ( 8 ) 3 B 1 木 片 が 浮 か ぶ と き の 浮 力 6 . 9 5 2 . 2 4 0 . 8
1 ( 7 ) 3 B 2 ろ 過 の 方 法 6 . 1 5 6 . 0 3 7 . 7
4 ( 5 ) 3 B 1 浮 力 の か か り 方 と 重 さ の 比 較 2 . 9 7 3 . 6 2 3 . 5
1 ( 6 ) 3 B 1 水 の 温 度 と ホ ウ 酸 の と け 方 2 . 5 6 4 . 7 3 2 . 7

理 科

問 題 番 号



２０１９年度 第４回小６統一合判 社会 

偏差値５上げる！ この１問  

１ 貿易に関する問題 下線①アメリカ合衆国との貿易について 

問１ 下線①に関連するあとの問いに答えなさい。 

（２）日本とアメリカ合衆国の間では自動車をめぐって貿易摩
ま

擦
さつ

が生じたが、日本の自動車会社がアメリ

カ合衆国との貿易摩擦を避
さ

けるために行ったことを、自動車の生産台数と輸出台数についてまとめ

た資料を参考にして、「現地」・「労働者」・「輸出」の３つの語句のうち１つ以上を使って解答らんに

合わせて答えなさい。 

資料「日本車の生産台数と輸出台数」   （単位：万台） 

 1970 年 1980 年 1990 年 2000 年 2010 年 

日本で生産した自動車の台数 530.3 1104.3 1348.7 1014.1 962.9 

アメリカ（現地）で生産した 

日本車の台数 
… … 129.9 248.1 265.3 

日本からアメリカへ輸出した 

自動車の台数 
109.4 596.7 583.1 445.5 484.1 

（「日本国勢図会」2013/14 より作成） 

 

解答例）日本の自動車会社はアメリカ合衆国に工場をつくり、現地の労働者を雇って生産し、日本車の輸

出量を減らして（貿易摩擦に対応した） 

 

 

 

 

 

貿易摩擦とは、輸出と輸入のバランスが悪くなることで起こる、経済的な問題のことです。戦後

の日本とアメリカ合衆国の貿易は、日本の貿易黒字が続いたため、アメリカ合衆国が反発し、貿易上

の関係が悪化していきました。とくに 1970 年代以降、日本の安くて性能の良い自動車のアメリカへ

の輸出が増えると貿易摩擦ははげしくなりました。この貿易摩擦を避けるために日本の自動車会社

がとった工夫とはなんでしょうか。資料をよみ、数値をまとめて（抽象化）、それを根拠（理由）に

して、貿易摩擦の解消のために日本の自動車会社が行った工夫を示します。資料の数値からは①日

本で生産した自動車の台数は 1990 年をピークに減少していること。②アメリカ（現地）で生産した

日本車の台数は 1990 年ごろから増加していること。③日本からアメリカへ輸出した自動車の台数は

1990 年ごろのピーク時に比べると減少傾向であること。の３つがわかります。これらのことから日

本の自動車会社は日本でのアメリカ向けの自動車生産をやめて、現地で生産することで輸出量を減

らしたと考えることができます。この問題は正答率が 34.6％・誤答率が 21.7％・無答率が 30.5％で

した。記述問題は難しいと思いがちですが、資料から「1990 年ごろからアメリカ（現地）で日本車

の生産が増えている」ということくらいは読み取れるのではないでしょうか。この点に気付いて、貿

易摩擦とはどのような状態のことなのかをよく考え解答すれば、十分に合格点はねらえます。 

思考コード：Ｂ２  

思考スキル：知識 抽象化 理由  



★設問別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

配 点 思 考 問 題 名 正 答 率 誤 答 率 無 答 率

2 問 2 2 A 1 通 信 8 7 . 5 1 1 . 5 1 . 0
2 問 1 ( 2 ) 2 A 2 通 信 7 5 . 5 2 3 . 6 0 . 9
2 問 8 ( 1 ) 2 A 3 交 通 7 2 . 6 2 1 . 4 6 . 0
1 問 6 2 A 2 貿 易 7 1 . 8 2 6 . 4 1 . 8
2 問 1 ( 1 ) 2 A 2 通 信 6 9 . 6 2 9 . 1 1 . 2
4 問 1 2 A 1 日 本 国 憲 法 6 6 . 9 1 6 . 9 1 6 . 2
2 問 3 2 A 1 交 通 6 4 . 9 2 2 . 7 1 2 . 5
2 問 1 ( 3 ) 2 A 1 通 信 6 4 . 3 3 4 . 2 1 . 5
3 問 8 2 A 2 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 時 代 6 2 . 4 3 3 . 6 3 . 9
4 問 6 2 A 2 日 本 国 憲 法 5 8 . 9 3 3 . 4 7 . 7
4 問 5 2 A 1 日 本 国 憲 法 5 7 . 2 2 0 . 1 2 2 . 6
2 問 5 記 号 2 A 2 交 通 5 6 . 2 2 9 . 5 1 4 . 3
1 問 2 b 2 B 1 貿 易 5 0 . 7 3 4 . 6 1 4 . 6
1 問 2 a 2 B 1 貿 易 4 9 . 3 3 8 . 0 1 2 . 8
4 問 8 2 A 1 日 本 国 憲 法 4 7 . 8 4 3 . 4 8 . 8
3 問 2 ③ 2 A 1 室 町 時 代 4 7 . 6 4 7 . 5 4 . 9
2 問 6 2 A 3 交 通 4 5 . 3 4 9 . 9 4 . 8
1 問 7 2 A 1 貿 易 4 4 . 9 2 3 . 3 3 1 . 9
1 問 4 2 A 1 貿 易 4 3 . 7 5 4 . 5 1 . 8
1 問 9 2 A 1 貿 易 4 3 . 2 5 3 . 4 3 . 4
2 問 4 2 A 1 交 通 4 2 . 5 5 4 . 6 3 . 0
2 問 7 2 A 1 交 通 4 2 . 2 2 9 . 9 2 7 . 8
1 問 5 2 A 3 貿 易 4 1 . 6 5 5 . 8 2 . 6
4 問 1 0 2 A 2 日 本 国 憲 法 4 0 . 7 4 9 . 2 1 0 . 0
1 問 3 2 A 1 貿 易 4 0 . 6 5 7 . 5 1 . 8
1 問 8 2 A 1 貿 易 3 8 . 4 5 7 . 8 3 . 9
4 問 9 2 A 2 日 本 国 憲 法 3 8 . 0 4 7 . 4 1 4 . 7
2 問 9 2 A 1 交 通 3 7 . 4 1 1 . 1 5 1 . 4
3 問 3 4 B 1 室 町 時 代 3 6 . 8 2 3 . 0 3 2 . 6
3 問 7 2 A 2 平 成 時 代 3 5 . 8 6 1 . 0 3 . 2
3 問 2 ② 2 A 1 平 安 ・ 鎌 倉 時 代 3 5 . 6 6 2 . 4 2 . 0
3 問 5 単 位 3 B 1 明 治 時 代 3 5 . 4 5 5 . 8 8 . 8
1 問 1 ( 2 ) 4 B 2 貿 易 3 4 . 6 2 1 . 7 3 0 . 5
4 問 4 2 A 2 日 本 国 憲 法 3 0 . 9 6 1 . 1 8 . 0
1 問 1 ( 1 ) 2 A 1 貿 易 2 8 . 9 7 0 . 0 1 . 1
3 問 4 2 A 1 江 戸 時 代 2 7 . 3 2 8 . 8 4 3 . 9
4 問 2 2 A 2 日 本 国 憲 法 2 6 . 1 6 9 . 5 4 . 4
3 問 6 2 A 2 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 時 代 2 5 . 7 7 0 . 1 4 . 2
2 問 5 交 通 機 関 2 A 1 交 通 2 4 . 3 4 5 . 1 3 0 . 6
4 問 7 2 A 1 日 本 国 憲 法 2 2 . 7 4 8 . 9 2 8 . 4
4 問 3 2 A 2 日 本 国 憲 法 2 1 . 0 7 4 . 2 4 . 8
3 問 1 2 A 2 飛 鳥 時 代 1 9 . 9 7 7 . 8 2 . 2
2 問 8 ( 2 ) 2 A 3 交 通 1 5 . 8 7 4 . 9 9 . 3
2 問 8 ( 3 ) 3 B 1 交 通 1 5 . 7 2 3 . 4 6 0 . 9
3 問 5 率 3 A 1 明 治 時 代 1 2 . 6 5 2 . 4 3 5 . 0
1 問 2 c 3 B 1 貿 易 4 . 3 6 1 . 0 3 4 . 7
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